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「
あ
き
お
お
た
の
楽
し
い
１

０
０
人
」
が
六
月
二
十
八
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
無
観
客
で
再
開
し

た
。
会
場
は
井
仁
の
棚
田
カ
フ

ェ
「
イ
ニ
ミ
ニ
マ
ニ
モ
」、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ
発
信
機

能
を
活
用
し
た
。 

登
壇
者
は
普
段
、
同
イ
ベ
ン

ト
の
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
る
阿
保

陽
子
さ
ん
、
倉
田
達
子
さ
ん
、
友 

     

横
堰
か
ら
上
流
へ
五
百
㍍
、

八
幡
川
に
沿
っ
て
右
へ
、
さ
ら

に
左
へ
大
き
く
曲
が
る
と
槙
ケ

瀬
で
あ
る
。
横
堰
に
似
て
、
巨
石

が
堆
積
す
る
エ
リ
ア
で
下
段
、

中
段
、
上
段
に
空
間
が
分
か
れ

て
い
る
。
大
木
も
多
い
。
熊
南
峰

は
「
二
、
三
の
槇
が
そ
の
枝
を
か

ら
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
岩
間
を

１ 

  
 

         

松
裕
希
さ
ん
の
三
人
。「
地
域
が

つ
な
が
る
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
実
施
し

た
か
っ
た
」
と
、
本
宮
宏
美
事
務

局
長
は
話
す
。
次
回
は
七
月
十

八
日
午
前
十
時
か
ら
、
加
計
の

「
太
田
川
交
流
館
か
け
は
し
」

で
通
常
開
催
す
る
。 

 

    

延
期
に
な
っ
て
い
た
無
印
良 

品
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
協
業
事 

    

緩
く
ま
た
急
が
わ
し
く
流
れ
る

瀬
に
配
合
せ
る
風
致
」
と
書
い

て
い
る
。 

   

槙
（
マ
キ
、
南
峰
は
「
槇
」
と

表
記
）
と
は
何
だ
ろ
う
。「
峡
中

の
植
物
」
と
題
し
た
項
で
も
、
二

十
二
種
挙
げ
た
樹
木
の
一
つ
に

１ 

  
 

     

業
の
再
開
に
向
け
た
打
ち
合
わ

せ
が
六
月
五
日
、
広
島
パ
ル
コ
店

で
開
か
れ
た
。
夏
休
み
の
短
縮
や

社
会
的
距
離
の
確
保
な
ど
の
た

め
、
中
止
や
規
模
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。 

恐
羅
漢
キ
ャ
ン
プ
と
高
校
生

の
職
場
体
験
は
見
送
り
、
川
遊
び

ツ
ア
ー
は
参
加
者
を
減
ら
し
、
三 

      

安
芸
太
田
町
、
広
島
市
、
廿
日

市
市
に
ま
た
が
る
山
地
で
建
設

が
明
ら
か
に
な
っ
た
大
規
模
風

力
発
電
計
画
に
対
し
さ
ん
け
ん

は
六
月
三
十
日
、
理
事
会
を
開
い 

    

南
峰
は
数
え
て
い
る
。
普
通
は
針

葉
樹
の
イ
ヌ
マ
キ
か
コ
ウ
ヤ
マ

キ
を
指
す
が
、
三
段
峡
で
は
見
ら

れ
ず
、
落
葉
広
葉
樹
の
ミ
ズ
ナ
ラ

だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
三
段
峡
と
八
幡
高
原
」（
一

九
五
九
年
刊
）
の
那
須
集
落
の
民

俗
に
関
す
る
記
述
の
中
に
「
マ
キ

ノ
キ
（
コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
）
の 

段
峡
漁
協
の
協
力
を
え
て
、
遊
び

中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
む
。 

    

東
京
海
上
日
動
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

Ｇ
ｉ
ｆ
ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
感
染

症
対
策
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が

六
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
、
感
染 

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
助
成
金
対

象
の
変
更
が
説
明
さ
れ
た
。
さ
ん

け
ん
は
同
社
広
島
支
店
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ

ち
ゅ
う
ご
く
と
協
議
し
、
七
月
中

に
新
し
い
事
業
内
容
を
決
め
る
。 

     

て
対
応
を
協
議
し
た
。
情
報
収
集

と
住
民
へ
の
提
供
な
ど
の
取
り

組
み
を
確
認
し
た
。 

 
計
画
は
電
源
開
発
（
本
社
東

京
）
の
広
島
西
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

１ 

   

灰
で
煮
た
ア
サ
」
と
あ
り
、
そ
う

い
う
地
方
名
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

   

南
峰
は
槙
ケ
瀬
を
撮
っ
て
い

る
。
鮮
明
で
は
な
い
が
場
所
は
特

定
で
き
る
。
探
勝
路
か
ら
さ
ほ
ど

危
険
な
く
川
へ
近
づ
き
、
カ
メ
ラ

を
構
え
た
位
置
に
立
て
る
。
下
段 

 

               

ム
事
業
（
仮
称
）。
国
内
最
大
規

模
で
同
社
は
六
月
二
十
三
日
、

計
画
段
階
環
境
評
価
書
を
公
表

し
た
。
安
芸
太
田
町
は
市
間
山

―
立
岩
山
一
帯
。 

意
見
書
の
募
集
締
切
は
七
月

二
十
二
日
。
さ
ん
け
ん
は
そ
れ

ま
で
に
三
回
程
度
の
勉
強
会
を

計
画
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

   

か
ら
上
流
を
向
い
た
構
図
で
、

苔
む
す
石
が
重
な
り
、
小
滝
が

弧
を
描
き
淵
に
流
れ
込
む
。
日

本
庭
園
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。 

 
岩
上
か
ら
ミ
ズ
ナ
ラ
が
枝
を

伸
ば
す
。
木
は
世
代
交
代
し
て

も
、
名
が
付
け
ら
れ
た
頃
の
風

情
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
に
違

い
な
い
。 

 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

     

植
物
愛
好
家
の
足
立
龍
次
さ

ん
と
樹
木
を
観
察
す
る
「
歩
く

会
」
が
六
月
十
七
日
、
正
面
口
―

石
樋
間
で
開
か
れ
た
。
盗
掘
の
可

能
性
が
あ
る
貴
重
種
の
生
育
場

所
を
確
認
す
る
目
的
も
あ
り
一

般
募
集
は
せ
ず
、
さ
ん
け
ん
の
理

事
だ
け
が
参
加
し
た
。 

 

足
立
さ
ん
は
自
作
し
た
樹
木

を
分
類
で
き
る
資
料
を
使
っ
て

説
明
し
、
ル
ー
ペ
で
葉
の
開
出
毛

の
特
徴
を
解
説
。
さ
ん
け
ん
の
ツ

ア
ー
で
活
用
で
き
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
助
言
し
た
。
七
月
に
も
歩
く

会
を
実
施
す
る
。
参
加
し
た
小
林

久
哉
副
理
事
長
は
「
貴
重
な
植
物

を
さ
ん
け
ん
会
員
と
共
有
し
、
盗

掘
な
ど
の
被
害
か
ら
守
り
た
い
」 

   
 

  

と
話
す
。 

 

足
立
さ
ん
は
「
貴
重
な
植
物
が

多
い
」
と
三
段
峡
を
評
す
。
三
段

峡
ホ
テ
ル
の
高
下
務
さ
ん
と
親

交
が
あ
り
、
歩
く
会
が
実
現
し

た
。
足
立
さ
ん
か
ら
ル
ー
ペ
三
個

が
さ
ん
け
ん
へ
寄
贈
さ
れ
た
。 

    

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
素
材
調

査
が
六
月
十
四
日
、
植
物
愛
好
家

の
折
井
夫
妻
が
案
内
し
て
旧
羅

漢
山
で
開
か
れ
た
。
参
加
し
た
の

は
広
島
大
学
院
生
二
人
と
さ
ん

け
ん
会
員
の
上
野
吉
雄
さ
ん
、
本

宮
炎
理
事
長
の
家
族
四
人
。 

オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
や
サ
ラ
サ

ド
ウ
ダ
ン
を
め
ざ
し
た
。「
来
週

に
な
れ
ば
多
く
の
人
が
見
に
来

ま
す
よ
」
と
折
井
さ
ん
。
調
査
は

昨
年
に
続
き
二
回
目
。 

               

い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

宋
・
小
由
女
美
術
館
開
館

十
五
周
年
記
念
「
墨
は
流

す
も
の
―
丸
木
位
里
の
宇

宙
―
」
で
展
示
さ
れ
て
い

る
。
八
月
十
六
日
ま
で
。 

 

清流への思い 人一倍  
小泉 靖宜さん 

  

害獣として駆除した猪や鹿

を材料にしたペット用無添加

食材を販売する会社を経営す

る。広島市中区在住。「清流が好 

きで三段峡へは何度も入っている」ファン。自

然の美しさと、人間が太刀打ちできない厳しさ

の双方に懐の深さを感じる。 

知人の紹介でさんけん会員になり、「まっと

うに自然を愛する団体」とほれ込む。アウトド

アが大好きで、三段峡がウオーターアクティビ

ティの聖地になればと期待している。いつかは

樽床ダムを撤去して本来の清流を取り戻した

いと、未来へ思いを巡らす。     （炎） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㉟ 

槙
ヶ
瀬
（
ま
き
が
せ
） 

■
カ
メ
ラ
の
位
置
特
定 

■
槙
と
は
ミ
ズ
ナ
ラ
か 

 

槇
の
枝 

流
れ
る
瀬
に
配
合
せ
る 

   

▼
丸
木
位
里 

 

「
原
爆
の
図
」
で
知
ら
れ

る
画
家
・
丸
木
位
里
は
、
三

段
峡
を
題
材
に
し
た
作
品

１ 
 

一口メモ 

を
数
多
く
残
し
て
い
る
。

墨
を
滲
ま
せ
た
り
、
点
描

を
重
ね
合
わ
せ
た
り
し
て

幻
想
的
。
宝
物
の
絵
画
表

現
だ
。
三
次
市
の
奥
田
元 

     

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態
宣
言
解
除 

連
携
団
体
と
協
議 

活
動
再
開
へ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
伴
い
、
四

月
か
ら
事
業
の
中
止
や
準
備
作
業
が
停
止
し
て
い
た
が
五

月
二
十
五
日
、
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
で
解
除
さ
れ
た
。
さ

ん
け
ん
は
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
連
携

団
体
と
の
協
議
を
進
め
、
徐
々
に
活
動
が
動
き
始
め
た
。 

   

安
芸
太
田
に
風
力
発
電
計
画 

 
 

理
事
会 

情
報
収
集
・
提
供
な
ど
確
認 

植
物
愛
好
家
の
足
立
さ
ん 

貴
重
種
の
場
所
確
認
、
解
説 

 

 

  

オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ 

旧
羅
漢
山
で
調
査 

 

楽
し
い
１
０
０
人 

ラ
イ
ブ
配
信 

無
印
良
品
広
島 

中
止
や
縮
小 

東
京
海
上
日
動 

内
容
を
変
更 

 

さ
ん
け
ん
新
聞 
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